
小型で高性能な防爆仕様の温風発生装置を開発。
水性塗料乾燥機に応用し、自動車補修作業での水性塗料の普及を目指す。

家電製品屋が防爆仕様温風発生装置の開発に挑戦

同社は昭和４４年（1969年）に家電製品の組立を行う企業として創業。設計から、金型製
作、部品製造、製品組立までの全ての工程を一貫して社内で行うことにこだわり、技術力を高
めてきた。その技術を生かし、小型ながら防爆仕様で大風量を発生させることの出来る温風発
生装置を開発。
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水性塗料はVOC削減の切り札

地球環境の保全が全世界的な緊急課題となっているが、そのなかでも塗装業界でのVOC(揮
発性有機化合物）削減は水性塗料の使用が切り札の一つとなっている。ところが自動車補修

作業の現場では、水性塗料の乾燥速度の遅さからくる様々な問題から、その普及が進まない現
状がある。水性塗料の普及を促進するために、従来の有機溶剤塗料と同程度の乾燥速度を実現
し、作業性の良い塗料乾燥機の開発が望まれていた。

得意のヒーター技術を活かし、塗装用の温風発生装置を開発

同社では平成１８年（２００６年）から大手塗料メーカーの依頼を受け、水性塗装用乾燥機
の開発に着手。ところが、塗装ブース内は発火性のガスが発生する恐れのある第２種危険場所
で、その機器には防爆構造が要求された。防爆構造と、大風量で高熱量、しかも狭いブース内
に設置するための小形化という相反する課題を克服するために、家電製品の設計・製造で培っ
たヒーター技術を用い独自のヒーター構造と制御技術を開発した。

防爆仕様水性塗料乾燥機 乾燥作業の様子


